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1．はじめに 

1-1. 学内での移動スーパーの実態 

買い物弱者は主に過疎化や高齢化により買い物に行くことが困

難な人のことを言い、近年日本各地で問題となっている。つくば

市茎崎地区は新興住宅地が点在する一方で近くにスーパーなどが

ないうえ、地域住民の高齢化もあり買い物に行くことが困難とな

っている人が多かった。そのため、つくば市は買い物弱者支援活

動の一環として 2012 年の 3 月から 3 年間の期限付きで(株)カス

ミに移動スーパーの実施を委託し、茎崎地区を中心に移動スーパ

ーが開始された[1]。 
しかし、カスミによる移動スーパー事業は 2014 年度時点で赤

字であり[2]、2014 年の都市計画実習サステイナビリティ班による

カスミへのヒアリング調査によると事業が赤字であってもこの移

動スーパー事業を続けていくと回答している[3]。現在、(株)カスミ

による移動スーパーは開始後 3 年が経過したが、スーパーの少な

い茎崎、広岡、洞下などの地域で継続されている[2]。 

さらに、2017 年 4 月 15 日より、筑波大学の学生、特に外国人

学生の生活の利便性向上のために、一の矢学生宿舎及びグローバ

ルヴィレッジで(株)カスミによる生鮮食品の移動スーパーが開始

された。毎週土曜日、一の矢学生宿舎で午前 11:00～12:00 の間、

グローバルヴィレッジで 12:10～13:10 の間の各 1 時間ずつ実施

されている[4]。 

本来、買い物弱者の為の移動スーパーが筑波大学内で実施され

ている事から、「筑波大学周辺は買い物が不便なのではないか」と

考え、学内移動スーパーによる利便性の更なる向上の可能性に興

味を持ち、導入間もないゆえに改善の余地があると考えた。 

 

1-2. 筑波大生の買い物に関する聞き取り調査 

 そこでまず、筑波大生がどれだけ買い物に困っているのか、買

い物に対する考え方を把握するため、大学構内各所において 14 名

の学生に対して買い物に関する聞き取り調査を行った。その結果

13 名の学生が、スーパーが遠い、交通手段が自転車であるため大

変など、買い物に不便を感じていることが分かった。また、筑波

大学には外国人学生が非常に多く、平成 28年 5月 1日時点で 2326

名が在籍している[5]。外国人学生は宗教上の理由により食べられ

ないものがあることや、日本語表記の把握などにおいて日本人よ

りも買い物に関する困難が多いものと予測された。実際にインド

ネシアからの学生に実態を聞いたところ、原材料などの英語表記

もないため、アレルギーや宗教上の理由で食べることができない

成分が入っているかの確認ができないことが大変だということだ

った。筑波大生が買い物に不便を感じているという現在の状況を

改善できないかと考えた。 

 

1-3. 研究の目的と方法 

そこで、買い物に不便な筑波大学生の買い物の利便性を高める

ことを目指し、学生のニーズを反映した移動スーパーによる販売

方法を検討し提案することを目的とした。 

そのため移動スーパー実施の経緯を知るためのヒアリング調査、

その後移動スーパーの実態を知るための現地調査、学生の買い物

実態を知るためにアンケート調査Ⅰを行った。その後改善案を提

案し、仮説の検証として本調査(実証実験、アンケート調査Ⅱ)を行

い、移動スーパーの販売方法を提案する。図 1 は研究の流れを示

したものである。 

 

         図 1:研究の流れ 

 

2．予備調査 

2-1．関係各所へのヒアリング調査 

今年より始まった、筑波大学内での移動スーパーについて実施

の経緯を把握するため、関係各所へのヒアリング調査を行った。 

 

2-1-1. 株式会社カスミ 

移動スーパーを実施している(株)カスミに問い合わせを行った。

その結果、大学宿舎の整備事業主である大和リース(株)からの依

頼を受け開始したとのことであった。また、これまで行われてき

た茎崎地区等での移動スーパーの主なターゲットが高齢者である

のに対し、今回のターゲット層は学生であるため、取扱商品等で

異なるのかについて尋ねたところ、始まって間もないこともあり

大学生のほしい商品が分からず、現時点では茎崎地区への巡回と

同様の商品を積んでいるとのことであった。また、グローバルヴ

ィレッジにおいての実施ということで外国人学生向けの工夫(ハ

ラルフードの取り扱いや英語表記等)の有無を尋ねたが対応はし

ていないとのことであった。 

 

2-2-2. 大和リース株式会社 

大和リース(株)は、大和リースグループの一員として 2015年 5

月に「筑波大学グローバルレジデンス整備事業」を落札している
[7] [8]。大和リース(株)に問い合わせたところ、その整備事業の一環

として入居者の利便性向上のための取り組みが提案され、その中

の一つとして(株)カスミに対して移動スーパーの実施を依頼した

との回答を得た。この事業はグローバルヴィレッジと一の矢学生

宿舎短期留学生用の 8 棟の管理が事業範囲となっている。そのた

め、これらのエリア内において移動スーパーが実施されている。

また、移動スーパーの実施に関しては(株)カスミに全面的に業務

委託しているとのことであった。 

これらのヒアリング調査によって、筑波大学、大和リース、カス

ミの３者が以下の図 2 のように関わり、移動スーパーが行われて

いることが分かった。 

       図 2:３者の関係を模式化したもの 

 

2-2．買い物実態調査 

ヒアリング調査の結果を踏まえて、実際に取り扱っている商品

や利用者数、客層などを知るための現地調査と、一般的な学生の

買い物事情を知るためのアンケート調査の 2 つの実態調査を行っ

た。 

 

2-2-1. 筑波大学内での移動スーパーの現地調査概要 

移動スーパーの実情を知るために、4/22、29、5/6、13の 4回行

った。調査内容は品揃えや客層の見学、利用者とスタッフへの聞

き取りをした。 

 

2-2-2. 筑波大生に対するアンケート調査Ⅰの概要 

 学生の買い物実態を知るため Google フォームおよび紙媒体を

利用してアンケート調査を実施した。日本人学生 227 名と外国人

学生 59名から回答を得た。調査項目は個人属性の他に普段の買い

物関して回答させる項目、移動スーパーについて回答させる項目

を設けた。 

 

3．買い物実態の調査結果 

 これらの調査をもとに移動スーパーの現状と、その問題点を改

善するための方策を調査した。以下では調査結果の内容とそれを

基に移動スーパーの改善のために検討されうる改善策を示す。 

 

3-1. 現地調査についての結果 

4月 29日に現地調査をした際、一の矢学生宿舎では買い物客の

約 8 割を外国人の客が占めていた。また、取扱商品の値段に関し

ては実店舗と差異がなかった。利用者は移動スーパーを便利だと

感じている一方で、外国人の方は日本語表記がわからないと答え

られた方もいた。現状として、一の矢学生宿舎では外国人の客が

多いが英語表記や英語対応できるスタッフはおらず、外国人には

利用しにくい状態となっていた。 

 

3-2. アンケート調査Ⅰについての結果 

3-2-1. 回答者の属性 

 回答者は男性 176人、女性 110人、学年は学群生 1～3年生を中

心に回答を得た。外国人学生は東南アジアや中国といったアジア

圏からきている学生の方を主として回答を得た。 

 

3-2-2. アンケート調査Ⅰの結果概要 

 移動スーパーの認知度を聞いたところ、外国人学生、日本人学

生共に半数以上が知らないと答えた。外国人学生の方が日本人学

生に比べて認知度が低かった。また移動スーパーを知っているに

も関わらず実際には利用していない学生を対象に、利用しなかっ

た理由を尋ねたところ、時間が合わない、場所が遠いという回答

が半数を占めた。さらに、外国人学生に買い物で困っていること

を聞いたところ 6 割の人が「日本語表記がわからない」というこ

とを挙げた。 

 

3-3. 移動スーパーの問題点と原因の考察 

日本人および外国人ともに移動スーパーを知らないと答えた学

生が半数を超えた。外国人学生の方がより認知度が低いのは、移

動スーパーに関するチラシが日本語表記しかなかったためと考え

られる。また、利用しなかった理由を尋ねたところ、両者ともに、

時間が合わない、場所が遠い、詳細が分からないという意見が多

く見られたことから、学生の利用しやすい時間・場所ではないこ

と、認知度が低いことが問題であると考えられる。さらに、現地

調査とアンケート調査Ⅰの結果で日本語が分からないと答えた外

国人学生が多かったことから、現時点での主なターゲットである

外国人学生にとって不便であることも問題である。 

 

4.移動スーパー改善に向けて検討されうる仮説 

予備調査の結果、移動スーパーの活用しやすくするため以下 4

つの仮説をたてる。 

 

(1)認知度の向上 

 3-2 より移動スーパーの認知度が低かった。認知度を上げるこ

とにより移動スーパーのサービスを今よりも多く提供できないか

と考える。 

(2)外国語対応 

アンケート調査および聞き取り調査で外国人学生が日本語表記

しかないことや原材料が分からないことに困っていると明らかに

なった。これらを解決するために外国語対応をする必要があると

考えられる。 

(3)販売場所の変更 

 移動スーパーの利便性を向上するため利用しやすい場所を検討

する必要がある。例えば、各宿舎の共用棟前や、多くの学生が行

きかう石の広場周辺、大学会館周辺などが検討する必要がある。 

(4)販売時間の変更 

 どの時間帯であれば移動スーパーを利用しやすいか尋ねた結果

18 時から 21 時の時間帯が半数を占めた。この時間が最も利便性

が高いと思われる。 

 

5．本調査 

 予備調査の結果をもとに(株)カスミに改善の提案を行い、協力

を要請した。(株)カスミによると 6 月いっぱいまで現在の場所時

間で様子を見るということだった。また、商品追加についてどれ

くらいほしいのか量が具体的に分からないので今のところ考えて

ないということだった。商品の英語表記は 400 品のリストを送る

ことに手間がかかるので厳しいがその他の方法で外国人への対応、

認知度の向上については協力するとのことだった。したがって仮

説(1)(2)は実証実験、仮説(3)(4)はアンケート調査Ⅱにより検証

する。 

 

5-1．実証実験の概要 

 仮説(1)の検証のため 6/5 から 6/9 の期間に日本語版 135 枚英

語版 37枚、計 172枚のビラ配りを行った。またポスターに「値段

の安さ」「品目の多さ」についての標語を付け加え日本語と英語の

ポスターを作成し、構内 8カ所に掲示した(図 3)。その後 6/10に

認知度が向上したかを調査した。6/17には音楽を流しながら一の

矢学生宿舎を一周してもらった。それによる効果も調査する。さ

らに仮説(2)の検証のため、札幌市の観光サポート事業[9]を参考に

調味料の説明アレルギー項目等の日本語を示した「ショッピング

ガイドブック」(図 4)と外国語が話せない店員と日本語が話せな

い外国人が会話できるよう「指さし会話シート」(図 5)を作成し

た。6/3,10,17の移動スーパーに導入してもらい、その利便性を調

査する。 
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図 3:ポスター日本語版,英語版  

図 4:ショッピングガイドブックの一部(英語版) 

図 5:指さし会話シートの一部 

5-2．アンケート調査Ⅱの概要 

 仮説(3)(4)を検証するため 5/18,19 に紙媒体によりアンケート

調査を実施した。日本人学生 226 名と外国人学生 57 名から回答

を得た。調査項目は個人属性の他に移動スーパーの販売時間、場

所希望について具体的に回答させる項目を設けた。 

 

6．本調査の結果 

6-1. 実証実験についての結果 

6-1-1. 認知度 

(1)ビラ配りの効果 

予備調査で移動スーパーの認知度は 4 割の認知度であった。そ

こで認知度の向上を目指して、ポスター掲示・ビラ配りを 1 週間

行った。ビラ配り、新ポスター掲示後に街頭で 129 人に聞き取り

調査を行ったところ認知度は変わらず 4 割だった。また、出口調

査で移動スーパーを利用した方への聞き取り調査でビラ配りによ

って移動スーパーに訪れた人は 1 人であった。移動スーパーの利

用者数は前回に比べ数人減少しており、ポスター掲示、ビラ配り

による大幅な来客数増加は見込めなかったため、あまり効果がな

いと分かった。認知度、来客数が変化しなかった理由は、ビラの

枚数が少なかったためと考えられる。ビラ配りのレスポンス率は

1%と言われている[11]。また SNS による発信はビラ配りの 10 倍の

効果があると言われており、認知度上昇には多くのビラを配るこ

と、もしくは SNSでの発信が必要である。 

 

(2)音楽を流しながら宿舎(一の矢学生宿舎)を一周した効果 

音楽を流しながら一の矢学生宿舎を一周してもらった 6/17 の

売り上げ、来客数はともに大幅に増加した(図 6)。この日は一周し

てもらうほかに、一の矢学生宿舎のみで移動スーパーのアナウン

スをしてもらった。以上の 2 つの要因から来客数が増大したとい

える。出口調査で「移動スーパーを何で知りましたか」という質

問に対して、「宿舎のアナウンス」「音楽」の順に回答した方が多

かった。 

図 6:移動スーパーの来客数、売上の推移 

 

6-1-2. 外国語対応 

 買い物ガイドブック、指差し会話シートの導入について出口調

査を行った。9割の外国人が便利と答え、移動スーパーを利用する

外国人の利便性が向上したといえる。なお便利と答えなかった理

由として「ガイドブックの使い方が分からない」ということだっ

た。ガイドブックの改善、多言語対応にすることで外国人の利便

性をさらに上げることができる。 

 

6-2．アンケート調査Ⅱについての結果 

6-2-1. 回答者の属性 

回答者は男性 174 人、女性 109 人に回答を得た。外国人学生は東

南アジアや中国といったアジア圏からきている学生を主として回

答を得た。 

 

6-２-2. アンケート調査Ⅱの結果概要 

移動スーパーの販売時間場所の希望を聞いたところ平日は 18

時から 19時に第 3エリアと平砂学生宿舎共用棟前で、休日は希望

の時間にばらつきがあるものの平砂、一の矢学生宿舎共用棟前を

選択する人が多かった(石の広場はトラックが入ることができな

いため除外)。平日の場合、学生は学校で過ごす時間が多く、学校

帰りに寄れるため放課後の時間帯に第 3 エリアを選択した人が多

いと考えられる。今回アンケート調査を国際総合学類、社会工学

類の学生を中心に行ったため他のエリアよりも第 3 エリアに偏る

結果となったが、教室周辺を選択する学生が多かった。休日に関

しては平砂、一の矢学生宿舎共用棟前を選択する人が多かった。

平砂、一の矢学生宿舎共用前を希望した人で休日の販売時間の希

望にばらつきがあったため平均値の差の検定から有意な数字を抽

出した。その結果、表 1 の塗りつぶしてある部分の時間帯に特に

販売することでより多くの人にサービスを提供できると分かった。

現在の時間に比べ、平砂、一の矢学生宿舎共用棟前で販売を行っ

た時に集客が最大となる時間と、その集客率をまとめたものが表

2である。 

表 1:休日別希望の時間帯(一の矢、平砂) 

表 2:各共用棟前で販売時間を変えた場合の最大集客率 

7．おわりに 

7-1．まとめ  

私たちは４月から大学内での移動スーパーが始まったこと、買

い物に不便を感じている学生がいるということを知り、この移動

スーパーを生かし、筑波大生の買い物に対する不便さを少しでも

解消できないかと考えた。 

 具体的に筑波大生は買い物のどのような点に不便を感じている

のか、どのようなことを移動スーパーに対して求めているのかを

知るため、アンケート調査を行った。アンケート調査から、日本

人学生はスーパーの遠さに不便を感じており、外国人学生は日本

語表記が読めないことやハラルフードが手に入りにくいことなど

に不便を感じていると分かった。また、移動スーパーに関しても

改善すべき問題点を見つけた。その後、私たちは本調査を進めた。

本調査ではビラ配りによる認知度の向上は多少の効果しか得られ

なかったが、音楽を流しながら宿舎を一周することや宿舎のアナ

ウンスによる認知度の向上がみられた。外国語対応にすることで

外国人の利便性が向上するといえる。さらに来客数を増やすには

予備調査で時間場所が合わないと答えた人が多かったように、販

売時間と場所を変更する必要がある。また初めて利用した全ての

人が便利と答えたことから移動スーパーを利用することでごくわ

ずかな人数だが買い物事情が改善されたといえ、今後も移動スー

パーを利用させていく必要があると考える。そのため 7-2 で提案

をまとめる。 

 

7-2．提案 

私たちは予備調査、本調査を経て改善案を検討し、以下に示す。 

平日は場所を教室周辺、平砂学生宿舎共用棟前とし、時間は 18時

～19時の放課後の時間に販売を行う。土日は一の矢学生宿舎共用

棟前、平砂学生宿舎共用棟前で時間を表 1 の色で塗りつぶした時

間帯で販売すること。外国語対応については英語中国語韓国語以

外にもアラビア語やインドネシア語といった多言語対応を行って

いく。そして認知度向上のため SNS による発信を行うこと。宿舎

を車で一周すること。宿舎のアナウンスをすること。 

以上の改善案を提案し、それに至るまでの調査結果をまとめた資

料を本実習の成果とし、(株)カスミに提出する。 

 

7-3．今後の課題 

今後は株式会社カスミに提案資料の提出をする。また移動スー

パーは毎週 30名ほどのリピーターがおり、時間場所の変更後も今

まで来ていたリピーターを失わないための対策を考える必要があ

る。 
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筑波大学 学生生活課 

平日 19-20時 18-19時

土曜日 8-9時 10-11時

日曜日 8-10時 10-12時集客率７％向上

集客率35.3％向上

集客率9.2％向上

集客率7.2％向上

平砂学生宿舎共用棟前一の矢学生宿舎共用棟前

集客率17.2％向上

集客率9.3％向上0
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